
　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
安
全
性
に
不
安
の
あ
る

遺
伝
子
操
作
食
品
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
危
機

感
を
持
ち
、
反
対
す
る
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
運
動
の
一
つ
が
遺
伝
子
組
み
換
え
（
以
下
、

Ｇ
Ｍ
）
ナ
タ
ネ
の
自
生
調
査
活
動
で
す
。
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
な
ど
全
国
の
生
協
や
市
民
団
体
が
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
み
、
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

20
周
年
を
記
念
し
、
７
月
30
日
に
東
京
の
会
場

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
「
遺
伝
子
組
み
換
え

ナ
タ
ネ
自
生
調
査
運
動
20
周
年
記
念
講
演
会
・
報

告
会
」
と
、
６
月
24
日
に
福
岡
で
行
わ
れ
た
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
の
「
２
０
２
４
年
度
自
生
Ｇ
Ｍ
ナ
タ

ネ
汚
染
調
査
報
告
会
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

河
田  

農
水
省
が
Ｇ
Ｍ
作
物

の
栽
培
を
許
可
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
農

家
は
誰
一
人
Ｇ
Ｍ
作
物
を
栽

培
し
て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち

が
20
年
間
全
国
で
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
て

き
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

天
笠  

最
初
の
年
に
、
長
野

県
の
高
速
道
路
脇
で
Ｇ
Ｍ
ナ

タ
ネ
が
見
つ
か
り
驚
き
ま
し

た
。
国
は
荷
揚
げ
港
周
辺
し

か
調
査
し
ま
せ
ん
。
国
が
調

べ
な
い
と
こ
ろ
を
調
べ
る
。

こ
れ
こ
そ
が
市
民
に
よ
る
調

査
活
動
の
意
義
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
に
よ
る
調
査
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

こ
れ
か
ら
も
市
民
に
よ
る
調
査
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

市
民
の
手
で
明
ら
か
に
な
っ
た
遺
伝
子
汚
染

Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
自
生
調
査
活
動
20
周
年

Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
自
生
調
査
活
動
20
周
年

　ナタネは食用油の原料などとして欠
かせませんが、現在日本は、その
99.8％を輸入に依存しています。最大
の輸入元はカナダで、そのほとんどがＧ
Ｍのセイヨウナタネ（キャノーラ）です。
そのため荷揚げ港周辺や製油工場へ
の輸送途中でナタネがこぼれ落ち、ＧＭ
ナタネの自生が広がっています。
　日本各地に自生したＧＭナタネは、
在来種のナタネや他のアブラナ科の植
物と交雑を起こしています。このままで
は大根や白菜などとも交雑し、私たち
の食卓にまで汚染が広がる危険性があ
ります。
　ＧＭナタネ自生調査は、その実態を
調べ、汚染を食い止めようと、遺伝子
組み換え食品いらない！キャンペーンの
呼びかけに、全国の生協や市民団体
が賛同し、２００５年から始まりました。

　グリーンコープでは、各会員生協の
組合員が主体となって、２００５年春か
らＧＭナタネの自生調査を開始しました。
２００９年からは抜き取りの活動も始まり、
組合員だけでなく、グリーンコープの
取引先や地域住民の方も参加する「市
民による監視活動」として継続しています。
　また、自治体に要望書や意見書を提
出したり、ナタネの輸入会社や製油工
場に飛散防止対策や自生ＧＭナタネの
刈り取りを求める活動に取り組む会員
生協もあります。その結果、荷揚げ港
や製油工場周辺での清掃や除草が進
んでいるとの報告も増えてきました。

※２０２３年度農林水産省「作物統計」及び財
務省「貿易統計」より

20
周
年
記
念

講
演
会
・
報
告
会

シ
テ
ィ
ズ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
と
し
て
の

ナ
タ
ネ
自
生
調
査

記
念
講
演

・遺伝子組み換え食品いらない！
 キャンペーン
 代表　天笠 啓祐さん

・遺伝子操作食品を考える
 中部の会
 代表　河田 昌東さん

・一般社団法人農民連
 食品分析センター
 所長　八田 純人さん

登壇者

河
田  

最
近
は
除
草
剤
の
ラ

ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
と
バ
ス
タ
の

両
方
の
耐
性
を
持
つ
Ｇ
Ｍ
ナ

タ
ネ
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

自
生
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
耐
性

ナ
タ
ネ
が
交
雑
し
た
の
で
し

ょ
う
。
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
が
自
生

す
れ
ば
、
他
の
ア
ブ
ラ
ナ
科

の
農
作
物
と
交
雑
す
る
危
険

性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

八
田  

皆
さ
ん
の
募
金
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
の
設
備
を
購
入
し
、
市

民
科
学
の
最
前
線
と
な
っ
て

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
試

験
紙
で
は
陰
性
な
の
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
で
除
草
剤
耐
性
遺
伝

子
が
見
つ
か
る
「
隠
れ
Ｇ
Ｍ

ナ
タ
ネ
」
も
発
見
し
ま
し
た
。

河
田  

活
動
に
参
加
す
る
と
、

Ｇ
Ｍ
の
問
題
に
自
分
が
直
接

関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
自
信

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。2024年 全国遺伝子組み換えナタネ自生調査結果

※「遺伝子操作食品を考える中部の会」の三重県の調査分を除く

検体
総数

ラウンドアップ耐性
陽性

バスタ耐性
陽性

両耐性
陽性

690 32 18 3

グリーンコープ生協くまもと
理事長の小林香織さんが、14
の会員生協で取り組んだ今年
度の自生ＧＭナタネ汚染調査
について報告し、「今後もＧＭ
反対運動に関わる仲間を増や
し、未来の子どもたちのため
に安心・安全な食卓と環境を
守る取り組みを力強く進めて
いきます」と述べました。

市
民
主
体
の
科
学
的
調
査
が

広
が
る
背
景

　

シ
テ
ィ
ズ
ン
・
サ
イ
エ
ン

ス
と
は
、
専
門
家
で
は
な
い

一
般
市
民
が
科
学
的
な
調
査

を
行
う
こ
と
を
指
し
ま
す
。

２
０
０
０
年
頃
か
ら
世
界
的

に
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の
背

景
に
は
、
健
康
や
環
境
に
関

す
る
リ
ス
ク
、
放
射
能
汚
染

の
よ
う
に
目
に
見
え
な
い
普

通
に
暮
ら
し
て
い
る
だ
け
で

は
分
か
ら
な
い
リ
ス
ク
が
増

え
続
け
て
い
る
社
会
の
現
状

が
あ
り
ま
す
。
リ
ス
ク
へ
の

対
策
を
講
じ
る
た
め
に
は
自

ら
が
科
学
的
な
デ
ー
タ
を
収

集
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
た
市
民
が
立
ち
上
が
り
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

例
え
ば
原
子
力
村
の
よ
う
に
、

科
学
と
企
業
と
の
距
離
が
近

い
こ
と
を
心
配
す
る
人
も
多

く
、
そ
の
点
で
も
シ
テ
ィ
ズ

ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
は
中
立
な

立
場
で
の
信
頼
で
き
る
デ
ー

タ
収
集
だ
と
見
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

シ
テ
ィ
ズ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
の

意
義
と
ジ
レ
ン
マ

　

シ
テ
ィ
ズ
ン
・
サ
イ
エ
ン

ス
は
、
多
く
の
市
民
が
参
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
専
門

家
だ
け
で
は
で
き
な
い
広
範

囲
な
デ
ー
タ
を
収
集
で
き
ま

す
。
ま
た
、
生
活
者
目
線
で

デ
ー
タ
が
取
れ
る
と
い
う
利

点
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

参
加
し
た
市
民
が
デ
ー
タ
収

集
を
通
し
て
そ
の
問
題
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、

つ
ま
り
市
民
の
科
学
的
リ
テ

ラ
シ
ー
向
上
に
も
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
・
サ

イ
エ
ン
ス
が
広
が
る
こ
と
で
、

科
学
へ
の
公
的
な
資
金
拠
出

が
減
っ
て
し
ま
う
と
い
う
ジ

レ
ン
マ
も
あ
り
ま
す
。
環
境

や
健
康
な
ど
大
切
な
問
題
は

公
的
な
資
金
に
よ
っ
て
デ
ー

タ
が
取
ら
れ
る
べ
き
で
、
シ

テ
ィ
ズ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
が

公
的
資
金
の
不
足
分
を
補
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
企
業
な
ど
が
、
自

分
た
ち
の
意
図
す
る
方
向
に

市
民
の
目
を
向
け
さ
せ
る
た

め
に
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
・
サ
イ

エ
ン
ス
を
利
用
す
る
例
も
出

て
き
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。

シ
テ
ィ
ズ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
は

社
会
運
動
の
手
段
の
一
つ

　

皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て

ナ
タ
ネ
の
自
生
調
査
活
動
を

20
年
も
の
間
続
け
て
こ
ら
れ

た
こ
と
は
、
世
界
的
に
も
貴

重
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
・
サ
イ
エ

ン
ス
の
例
で
す
。
皆
さ
ん
の

活
動
が
監
視
役
に
な
っ
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
公
的
な
機
関

や
専
門
家
に
よ
る
デ
ー
タ
収

集
も
き
ち
ん
と
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
長
年
取
り
組
ま
れ

て
き
た
成
果
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
ナ
タ
ネ
の
自
生

調
査
を
、
Ｇ
Ｍ
反
対
運
動
と

い
う
社
会
運
動
の
戦
略
の
一

つ
と
位
置
づ
け
、
陳
情
や
署

名
活
動
、
勉
強
会
な
ど
、
様

々
な
取
り
組
み
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
本
来
の
目
的

や
運
動
性
を
見
失
う
こ
と
な

く
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
の
農
業
や
食
の
問
題
へ

の
市
民
の
知
識
を
増
や
す
こ

と
に
焦
点
を
置
い
て
こ
ら
れ

た
こ
と
も
、
非
常
に
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
毎
年
多
く
の

人
や
団
体
が
参
加
し
、
協
力

し
て
調
査
を
行
う
こ
と
で
、

運
動
体
と
し
て
の
信
頼
関
係

が
深
ま
っ
て
い
る
様
子
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

シ
テ
ィ
ズ
ン
・
サ
イ
エ
ン

ス
は
市
民
の
連
帯
と
協
同
の

場
を
つ
く
る
一
つ
の
手
段
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
ナ
タ
ネ
の

自
生
調
査
活
動
を
と
お
し
て
、

皆
さ
ん
が
草
の
根
の
連
携
と

社
会
へ
の
問
題
提
起
を
継
続

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

講師
木村－平田 あやさん

ハワイ大学
社会学部教授

や
ま
ぐ
ち
で
の
検
査
の
よ
う
す

※

７
月
30
日

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
い
ら
な
い
！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン   

日
時

主
催
：：

Ｇ
Ｍ
技
術
に
よ
り
、
除

草
剤
を
散
布
し
て
も
枯

れ
な
い
耐
性
を
持
つ
ナ

タ
ネ
の
こ
と
。
除
草
剤

（
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
・
バ

ス
タ
等
）
の
耐
性
検
査
で

陽
性
反
応
を
示
す
。

試
験
紙
に
よ
る
１
次
検

査
で
反
応
が
疑
わ
し
い

「
疑
陽
性
」
の
場
合
は
、

２
次
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
）
を
行
う
こ
と
で
Ｇ
Ｍ

か
ど
う
か
を
明
ら
か
に

で
き
る
。

Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
と
は

私たちの食卓をも脅かす
ＧＭナタネによる
遺伝子汚染

グリーンコープの
自生ＧＭナタネ

汚染調査活動のあゆみ

グリーンコープからの報告 トークセッション

 （2024 年 9月 1日）  第 488 号  （6）共 生 の 時 代



海外の仲間
から

海外の仲間
から

グリーンコープの友人のみなさんへ
Letter for Green Co-op　June 27,2024

が到来しました。蒸し暑い日中は、虫の鳴き声
や小鳥のさえずりが聞こえ、夜はひんやりとした
闇に包まれます。裏庭では、まるで７月４日（独
立記念日）の花火のようにホタルが飛び交ってい
ます。風と大地は生きている！母なる自然は、素
晴らしい豊かさを私たちに与えてくれていること
を実感しています。

近友人が「豊かさとは必要以上のものを持つこ
とではなく、必要な時に必要なものを持つこと
だ」という言葉を教えてくれました。テレビや
ソーシャルメディアで、必要以上の物を持つ富裕
層の映像を見せつけられると、多くの人は羨望だ
けでなく、贅沢品を持てない自分が不安になるこ
とがあります。でも、私たちには別の豊かさがあ
り、必要な時に必要なものを手に入れることがで
きる、という考えに立てば、そのようなことで心
配することもなく、精神的に穏やかな生活ができ
るのです。

ムズ・アクロス・アメリカの活動で、私たちは
長い間、人間の基本的なニーズは、食べものに何
が含まれているのかを知ることだと考えてきまし
た。遺伝子組み換え作物を食べたいのか、食べた
くないのか。グリホサートを許容するのか否か。
自分たちが何を食べているかを知ることは、人間
の基本的な欲求ではないでしょうか。

近、大きなニュースがありました。アメリカの
大手スーパーであるホールフーズが、ついに自社

のブランド食品に「バイオ工学で作られた原材料
を使用」と記載したのです。今回の唐突な表示に
不安になった多くの消費者は、この意味を知りた
くてソーシャルメディアに殺到しました。ほとん
どの人は、バイオ工学で作られた食品が遺伝子操
作されたものであり、過去28年もの間、食品に表
示されていなかったことに気づいていませんでし
た。

ムズ・アクロス・アメリカを始めとする多くの
団体が、遺伝子組み換え食品表示のために20年以
上活動してきた結果、ついに表示が実現しまし
た！今回の表示によって、アメリカの消費者は自
分たちが日常的に買っている食品の多くが遺伝子
組み換えであることを知り、不満を感じ、遺伝子
組み換えでない食品を手に入れる必要があること
に気づき始めたのです。

回のホールフーズの食品表示の対応を受けて、
私たちはさらに健康的な社会を創造するための行
動を続けていきます。今年6月、マムズ・アクロ
ス・アメリカは市販のグルテン・フリー食品のグ
リホサート、農薬、ミネラル、グルテンに関する
検査を発表しました。46サンプル中44サンプル
からグリホサートが検出され、グルテン・フリー
にもかかわらず７サンプルからはセリアック病患
者にとって有害なレベルのグルテンが検出されま
した。
※小麦や大麦、ライ麦などに含まれるタンパク質のグルテンに対す
る遺伝性の不耐症。小腸の粘膜に炎症・吸収不良が生じ、成人の
場合、下痢、低栄養、体重減少などの症状がでる。

くの消費者の声が状況を変えたと私たちは確信
しました。今回の問題を告発した結果、メーカー
各社は「食品の安全性を非常に重視している」と
回答し、遺伝子組み換え食品の表示に対応し始め
ています。あるオーツ麦流通センターでは、グリ
ホサートが散布されたオーツ麦の受け入れを中止
しました。先月皆さんにお知らせしたように、私
たちの食品検査結果を提出したことで、米国食品
医薬品局は議会に対して、ベビーフード安全法に
粉ミルクを追加するよう要請しています。大ヒッ
トした映画「コモン・グラウンド」は、何千もの
農家に再生有機農業への転換を促しています。

費者と生産者が共に手を携え、政治家たちと連
携することで、アメリカ、日本、そして世界の食
料供給を変え、健康で平和な社会をつくることが
できると信じています。いつの日か、日本がアメ
リカに対して、再生可能な有機栽培の食料に限っ
て輸入するという政策が出されることを夢みてい
ます。
これこそが私たちが求める本当の豊かさではない
でしょうか。

皆さまの連帯に感謝を込めて

ゼン・ハニーカット
マムズ・アクロス・アメリカ

訳：大橋成子

vol.41
米国で遺伝子組み換え反対運動の中心となって活動
するマムズ・アクロス・アメリカ（Moms Across  
Amer ica）の共同創設者、専務理事。多くの消費者の声が状況を変えました多くの消費者の声が状況を変えました

Zen Honeycutt さん
ゼン　        　　ハニーカット
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おかやま 継続して調査する大切さを
改めて認識

宇野港で採取した検体は、昨年はすべて陰
性でしたが、今年はすべて陽性でした。昨年
は自生が確認できなかった港近くの製油所
付近に、今年は小さなナタネがたくさん生
えており、２検体を検査して、それぞれバス
タ陽性とラウンドアップ陽性でした。宇野
港近くの別の場所で採取した１検体からは、
ラウンドアップ陽性と
バスタ疑陽性の反応
が出ました。昨年初め
て通年で開花状況を
観察しましたが、季節
外れの開花はありま
せんでした。

製油所近くで見つけた
自生ナタネ。

やまぐち 今年も幹線道路沿いで
ＧＭナタネを確認

昨年初めて陽性反応の検体が出た山口南
地区で採取したナタネから、今年もラウン
ドアップ陽性が出ました。調査を行った国道
２号線沿いは、県内外を行き来する大型ト
ラックが多く、こぼれ種が自生する可能性
が高い場所です。昨年ナタネを採取した場
所は、採取後に抜き取りを行ったためか今
年は自生していません
でしたが、国道を挟ん
だ路肩で採取して検査
すると、やはり陽性で
した。風媒や虫媒など
でＧＭナタネが広がっ
ていくのではと危機感
を持ちました。

陽性反応が出た自生ナ
タネ。

くまもと 大学生とのつながりが生まれ
調査活動の輪が広がる

今年度は、初めてグリーンコープのお店で

一次検査を行い、ナタネ調査について広く

組合員に伝えることができました。また、２

月に開催したＧＭＯフリーゾーン運動全国

交流集会で出会った崇城大学ＳＣＢ放送局

の大学生から申し出があり、一緒に調査し

ました。採取した５検体を、大学生や熊本県

職員、グリーンクラブ

の方も加わって一緒

に検査を行い、１検体

からラウンドアップ疑

陽性の反応が出まし

た。

※グリーンコープの納入業者の会

大学生と一緒に調査を
行った様子は、崇城大
学ＳＣＢ放送局の番組と
して放送されました。

みやざき 初めての陽性反応に
汚染の広がりを懸念

宮崎県内にはナタネの荷揚げ港や大きな

製油工場もなく、地区委員は、自分たちの身

近な場所に自生するナタネを探して調査し

ています。今回、宮崎市内の清武町で、ラウ

ンドアップ疑陽性の反応が出ました。これ

までの調査で陽性反応が出たことはなかっ

たので、とても驚いています。宮崎は農業県

であり畜産が盛んな

ので、鶏や豚などの飼

料に含まれているＧＭ

ナタネがこぼれて、発

芽してしまう可能性が

高いのではと感じて

います。 清武町での1次検査の
様子。

ふくおか 抜き取り活動の成果と
継続の必要性を実感

年に数回、組合員やメーカーなどが参加し
て自生ＧＭナタネの抜き取りを行っていま
す。箱崎ふ頭のナタネの荷揚げ場所は、企業
による清掃が行き届いており、こぼれ落ち
た種子も芽生えたナタネも全くないことを
昨年の活動でも確認しました。私たちの活
動の成果です。しかし今回、荷揚げ場所から
少し離れた場所で、こ
ぼれ落ちた種子や、芽
吹いたり鞘をつけた
ナタネがたくさん見つ
かり、その差に驚きま
した。今後も抜き取り
活動を継続します。

ほとんどの検体から陽
性反応が出ました。

「ラウンドアップ」「バスタ」は共に除草剤。遺伝子組み換え
により、これらの除草剤に耐性を持つナタネはこの検査で陽
性反応を示す。
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1次検査で反応が出た検体

2024年度
グリーンコープ自生ＧＭナタネ汚染調査結果
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